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仮施設計画図

【渓間工】

1.運 搬 工

　No.1谷止工を施工する際の重機及び資材等の運搬は、左記の平面図内に示すとおり、市道から

既設谷止工までは既設作業道を利用することとし、さらに奥の作業ヤードまでは作業道を新設す

ることにより行う計画とした(A～F)。

◎既設作業道： 延長  220m　＋　110m　＝　330m

                               220m  ＋　150m　＝　370m

　　  　 不陸整正 330m　×　幅3.0m　＝　990.0m2

　  　 敷砂利 　延長370m　×　断面積0.6m2　(厚さ0.2m×幅3.0m)　＝　222.0m3

　簡易仮設橋(Ａ区間)： 敷鉄板(PL-22×1524×6096)　 3枚
　    主桁材 （H-300×300×10×15） 6.0m　×　7本

　    桁受材 (H-250×250×9×14) 5.0m　×　2本

　    締結金具(ロックマンH-1相当品) 76ヶ

　既設作業道改良(Ｂ区間)： 延長   10m
　      切土量(礫質土) 0.3m2　×　延長10m　＝　 3.0m3

　      盛土量   1.5m2　×　延長10m　＝　15.0m3

　既設乗越(Ｃ区間)： 延長   30m
　     切土量(礫質土) 1.5m2　×　延長30m　＝　45.0m3

　     盛土量   3.8m2　×　延長30m　＝ 114.0m3

　     大型土のう   50個

　渡河部(D区間)： 延長   6m
　   ポリエチレン管(φ＝0.4m、L＝4.0m）　2列×2本(ダブルプレスト管相当品)

    　      盛土量   3.6m2　×　延長6m　＝　21.6m3

　作業道新設(E区間)： 延長   50m
         　 　  切土量(礫質土) 1.4m2　×　延長50m　＝　 70.0m3

　　　　　　　  盛土量　　　　 1.6m2　×　延長50m　＝　 80.0m3

　     大型土のう   50個
　    敷砂利 　延長50m　×　断面積0.6m2　(厚さ0.2m×幅3.0m)　＝　30.0m3

　作業ヤード(F区間)： 範囲   10m　×　15m

　　   　  切土量(礫質土) 8.7m2　×　15m　＝　130.5m3

　   　  盛土量   2.6m2　×　15m　＝　 39.0m3

　　　　　　　　　　　　敷砂利 　延長15m　×　断面積2.0m2　(厚さ0.2m×幅10.0m)　＝　30.0m3

3.廻排水及び水替日数

　No.1谷止工の施工時における表流水は箱樋により廻排水し、床掘内の湧水は

工事用水中ポンプにより排水する計画とした。

　また、水替日数は以下のとおりである。

◎箱　樋：通常断面（巾60cm、深さ50cm、集水面積40～70ha）、L=19.0m

◎土のう締切：7.0m2 （H=0.7m、L=10.0m、集水面積50ha以下）

◎床掘内排水量：堤底長10.50m×堤底幅4.75m×0.3=15.0m3/h

◎工事用水中ポンプ：150mm×1台（排水量0以上40m3/h未満）

◎発動発電機：25kVA×1台（排水量0以上40m3/h未満）

 水替日数：1/45×419ｍ3(床掘量）＋1.78＝11.1日
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2.コンクリート工

　コンクリートの打設は、作業ヤードにポンプ車を配置してブーム打設により行う計画とした。
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